
4. スケジュール 5. その他

1. 相手校への送付日

2. 参 加 者

3. 交 流 相 手

カード交換

① アメリカ側教員が淵江高校を訪問して打合せ

② アメリカ側がCanvasでプラットフォームを作成し共有

③ 都側・アメリカ側ともにトピックを設定しメッセージ投稿
・自己紹介、学校紹介、休日の過ごし方、私の町

④ お土産を郵送で交換

⑤ 都側・アメリカ側共にメッセージ投稿

アメリカ側の教員が、別件で来日予定の際に都側高校に訪問し、教員
同士で交流内容を相談し決定。アメリカ側が準備したクラウドに継続
してメッセージ投稿をすることになった。

１か月に１回、トピックを設定して、写真やイラストとともにメッ
セージを送付。アメリカ側生徒は日本語を学習中のため、双方とも日
英併記でメッセージを投稿。相手からのメッセージに対して、返信機
能を用いて感想を投稿するなど、気軽な双方向のコミュニケーション
が成立していた。

双方とも、お土産を郵送で送り合い、受け取ったお礼と感想を写真と
ともに投稿した。

送付：2025年９月～2026年１月

東京都立淵江高等学校（都側）
３年生 230名

アメリカ合衆国 テキサス州
MacArthur High School
１～３年生 日本語クラス 50名

↑ メッセージや写真の交換
↑アメリカ側生徒の投稿（自己紹介）→

東京都立淵江高等学校
アメリカ合衆国の学校とのカード交換

アメリカ側生徒の投稿（お土産の後の感想）↑都側生徒の投稿（休日の過ごし方）


	スライド番号 1

